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行方市立小貫小学校第４号
宇津木妙子監督 ようこそ小貫小へ

文科省・（財）日本体育教会「子どもの体力向上キャンペーン」
トップアスリート派遣指導事業が行われました！

７月８日（火），上記事業の一環として全日本ソフト
ボール監督として有名な「宇津木妙子」監督が我が小貫
小学校へやってきてくれました。「鬼監督」と異名をと
ったとお聞きしていたので，少々どきどきしていたので
すが，とてもやさしそうな方でした。
でもさすが「トップアスリート」と言われる方はすご
い。校長室での物静かな話しぶりとは打って変わって，
子供たちを前にしての講話は先生のソフトボールとの出
会い，高校時代の部活の挫折とがんばり，そして監督と
なってからの挨拶の大切さ等，１年生から６年生までが

【教育長さんのお話】 ぐいぐい引き込まれて聞いていました。

夢をもとう。
私はとても負け
ずぎらいだったの

何でもいいから自
慢できるものを作ろ
うね。

今でも毎日４００
０本ぐらいノックを
しているのよ

【学生時代のがんばりのお話】 【実技指導（６年 さんとの
キャッチボール）】

宇津木先生は実技指導の前に子供たちと「３つの約束」をしました。「この約束は
いつでもどこでも必要なことだよ。」と付け加えられました。（学校でもさらにがん
ばらせたいと考えています。）

① 話を聞くときは，人の目を見て真剣に聞くこと
② 呼ばれたら，「はい」と大きな声で返事をすること
③ 走って行動すること。

この約束を子供たちとした後，準備体操・キャッチボールのやり方・ボールの受け
方を教えていただきました。子供たちは大きな声を出しながら，きびきびと行動し，
いよいよ最後は３年生以上が宇津木先生のノックを実際に受けることになりました。
中にははじめてソフトボールをやった児童もいたと思われるのですが，監督はその
子に応じた強さ，場所にぴたりとノックをしてくれるのです。さすが！！そして褒め
ることも忘れません。「うまいね。」「上手。」「いいね。」こんな言葉をかけられてう
れしく思った子が何人もいることでしょう。最後に先生たちも監督のノックを受ける
ことに・・・。どんな様子だったかはお子さんから聞いてください。
閉会式で校長先生から「また，宇津木先生にソフトボールを教えてもらいたいと思
う人」という問いかけに全員が手を挙げました。そのことからもどんなにこの活動が
楽しかったかがわかると思います。宇津木監督の好きな言葉は「努力は裏切らない。」
だそうです。たった２時間でしたが，子供たちの心に多くの思い出を残して教室は終
了しました。明日から子供たちの元気な声が，そしてきびきびと行動する姿がみられ
ることでしょう。楽しみです。

お礼の言葉 ６年
今日はお忙しいところ，小貫小学校においでいた
だきありがとうございました。私はソフトボールを
やったことがなかったのでとても楽しみにしていま
した。実際，宇津木先生と一緒にソフトボールをや
ってボールを投げたり，とったりすることは思って
いる以上に難しかったです。とても楽しかったので
学級の友達とソフトボールをやってみたいと思いま
す。（中略）今日は本当にありがとうございました。


